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平成25年４月10日現在

Ⅰ．防潮堤（堤防）の設置 Ｈ25年度第１四半期頃完了予定

Ⅱ．建屋等への浸水防止

 （１）防潮壁の設置（防潮板含む）

 （２）原子炉建屋等の水密扉化

 （３）熱交換器建屋の浸水防止対策 H25年度第１四半期頃完了予定

 （４）開閉所防潮壁の設置

 （５）浸水防止対策の信頼性向上 Ｈ25年５月頃完了予定

Ⅲ．除熱・冷却機能の更なる強化等

 （１）水源の設置

 （２）空冷式ガスタービン発電機車等の追加配備 Ｈ24年３月配備完了

 （３）緊急用の高圧配電盤の設置と原子炉建屋への
 　　　常設ケーブルの布設

Ｈ24年４月完了

 （４）代替水中ポンプ及び代替海水熱交換器設備の配備

 （５）フィルタベント設備の設置

 （６）原子炉建屋トップベント設備の設置

 （７）原子炉建屋水素処理設備の設置 H25年度第１四半期頃完了予定

 （８）格納容器頂部水張り設備の設置 H25年度第１四半期頃完了予定

 （９）環境モニタリング設備等の増強
 　　　・モニタリングカーの増設

 （10）高台への緊急時用資機材倉庫の設置 Ｈ25年度第１四半期頃完了予定

 （11）大湊側純水タンクの耐震強化 Ｈ25年度第１四半期頃完了予定

 （12）コンクリートポンプ車の配備

 （13）アクセス道路の補強

 （14）免震重要棟の環境改善 Ｈ25年５月頃完了予定

 （15）送電鉄塔基礎の補強・開閉所設備等の耐震強化工事 Ｈ25年７月頃完了予定

　※ 今後も、より一層の信頼性向上のための安全対策を実施してまいります。

Ｈ25年度第１四半期頃３台配備予定

柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の実施状況

項目
平成23年度 平成24年度 平成25年度

全体スケジュール

 ▼   ４月10日現在

設計 11月着工

４月着工

設計 Ｈ24年２月着工

７月手配

設計・製作 ８月着工

設計 ８月着手

設計 10月着工

設計・手配

設計

設計

９月着工

６月着工

９月着工

設計

設計

設計

設計

９月着工

手配

設計

Ｈ25年２月着工

Ｈ25年４月頃

着工予定

設計

Ｈ25年度上期頃完了予定

Ｈ25年１月着工

Ｈ25年１月15日着工

Ｈ24年12月完了

Ｈ25年３月７日完了(１号機)

Ｈ23年10月配備完了

Ｈ25年３月完了

Ｈ25年２月着工

４月１日着工

10月着工

４月中旬着工予定

Ｈ25年３月完了

Ｈ25年３月完了

Ｈ25年３月完了
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項目 １号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 ７号機

Ⅰ．防潮堤（堤防）の設置

Ⅱ．建屋等への浸水防止

 （１）防潮壁の設置（防潮板含む）

 （２）原子炉建屋等の水密扉化

 （３）熱交換器建屋の浸水防止対策

 （４）開閉所防潮壁の設置

 （５）浸水防止対策の信頼性向上

Ⅲ．除熱・冷却機能の更なる強化等

 （１）水源の設置

 （２）空冷式ガスタービン発電機車等の追加配備

 （３）－１ 緊急用の高圧配電盤の設置

 （３）－２ 原子炉建屋への常設ケーブルの布設

 （４）代替水中ポンプ及び代替海水熱交換器設備の配備

 （５）フィルタベント設備の設置

 （６）原子炉建屋トップベント設備の設置

 （９）環境モニタリング設備等の増強
 　　　・モニタリングカーの増設

 （10）高台への緊急時用資機材倉庫の設置

 （11）大湊側純水タンクの耐震強化

 （12）コンクリートポンプ車の配備

 （13）アクセス道路の補強

 （14）免震重要棟の環境改善

 （15）送電鉄塔基礎の補強・開閉所設備等の耐震強化工事

:設計中、準備工事中 :工事中 :完了

　※ 今後も、より一層の信頼性向上のための安全対策を実施してまいります。

工事中

検討中 工事中検討中 検討中 検討中 検討中

検討中 検討中 －完了 検討中 検討中 検討中

－ 工事中

設計中

手配中

完了

配備済配備済 配備済

完了 完了 完了 完了

完了 検討中

配備済

完了

配備済

検討中

完了

－

配備済

完了 完了

配備済 配備済

完了

完了 完了 完了

工事中

－

検討中

完了

工事中 工事中 工事中 工事中 完了

工事中

完了

完了

柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の実施状況

工事中 完了

完了 海抜15ｍ以下に開口部なし完了 完了 完了

平成25年４月10日現在

工事中

完了

配備済

完了完了

完了設計中 設計中 設計中 完了

 （８）格納容器頂部水張り設備の設置
４月下旬
着工予定

検討中 検討中 検討中 検討中 検討中
４月１日

着工

検討中 検討中
４月中旬
着工予定

 （７）原子炉建屋水素処理設備の設置
４月下旬
着工予定

検討中 検討中 検討中
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事故発生防止 事故時の炉心損傷防止 事故影響緩和

対

 
策

具

 
体

 
的

 
対

 
応

基本設計で採用した設備

福島第一事故以前に整備した
アクシデントマネジメント対策

福島第一事故を踏まえた対策

新潟県中越沖地震を踏まえた対策

※

※一部計画中も含む

柏崎刈羽原子力発電所の安全対策（設備関連）

炉心
損傷後津波対策

電源
供給

注水用
水 源

高圧時の
原子炉
注水

原子炉の
減圧

低圧時の
原子炉
注水

原子炉、
格納容器
の除熱

防潮堤

建屋防潮壁 , 
防潮板

重要エリア

止水処理

原子炉建屋
等排水

蓄電池等
（直流電源）

強化

空冷式ガス
タービン発電
機車高台配備

電源車

高台配備

復水貯蔵槽
（CSP）

貯水池

建屋外からの
CSP 注水

手順

SRV 駆動用

空気圧縮機

SRV 操作用
予備蓄電池

電動駆動の
低圧注水系

ディーゼル

駆動消火系
増強

消防車
（注水用）

高台配備

変圧器周辺
浸水防止

津波警告
システム

交流電源なし
の格納容器

スプレイ手順

代替
熱交換器

設備

格納容器
ベント用手動

ハンドル

外部電源

格納容器
頂部

水張り

原子炉建屋
水素処理

設備

原子炉建屋

トップベント
設備

フィルタ

ベント設備

開閉所，
変圧器

耐震強化

耐震強化

淡水タンク
耐震強化

復水補給水系
配管等の
耐震強化

燃料プール
冷却浄化系

外部からの

注水配管

消防車
（注水用）
高台配備

コンクリート
ポンプ車

免震棟設置

モニタリング
機能強化

免震棟の
増強

海水利用
手順

地下軽油
タンク

代替水中
ポンプ

MUWC への
外部接続口

プラント状態
監視機能強化

非常用

ディーゼル
発電設備

純水タンク

蒸気駆動の

高圧注水系
（RCIC ）

電動駆動の
高圧注水系

直流電源
（蓄電池）

逃がし安全弁
（SRV ）

自動減圧系

格納容器
スプレイ

手段の増強

ろ過水
タンク

隣接号機
からの

電源融通

復水器

残留熱
除去系

がれき撤去
用重機

復水補給水系
（MUWC ）

電動駆動の
消火系

ディーゼル

駆動消火系

通信設備
増強

復水

補給水系

ディーゼル
駆動消火系

格納容器
耐圧強化

ベント設備

圧力容器
下部への

注水

海水ポンプ
予備モータ

残留熱
除去系

燃料プール
補給水系

SRV 駆動用
予備ボンベ

中央制御室

環境改善

開閉所
防潮壁

熱交換器

建屋等
浸水防止

火災対応用
消防車配備

井戸

消火系配管
地上化

補機取水路
蓋掛け

更なる
高台電源等

増強

耐震設計

送電鉄塔
基礎安定性

等評価

代替高圧
注水設備

ホウ酸水
注入系緊急
活用手順

RCIC 手動
起動手順

制御棒駆動
水圧系緊急
活用手順

監視カメラ
・水位計

高台電源

設備

アクセス
道路補強

各設備、機
器の設置高
さで確保

燃料
プール

注水除熱

耐震性
向上

その他
事故
対応

建屋水素

濃度計

炉心損傷後の影響

 
緩和対策のうち、既

 
にご説明済のもの

今回ご説明する内容
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水素検出器

水素濃度指示計

 
(中央制御室)へ

中央制御室で
水素濃度を確認可能

水補給

原子炉建屋頂部から大気へ

水 素

水素 水素

ブローアウトブローアウト
パネルの開放パネルの開放

ブローアウトブローアウト
パネルの開放パネルの開放

水素 水素

原
子
炉

水素検出器水素検出器

原子炉建屋トップベント原子炉建屋トップベント
水素検出器水素検出器

格納容器頂部格納容器頂部
水張り設備水張り設備

原子炉建屋原子炉建屋
水素処理設備水素処理設備

原子炉建屋原子炉建屋
水素処理設備水素処理設備

フィルタベント設備フィルタベント設備

炉心損傷後の影響緩和対策（全体概要）



5

原子炉建屋水素処理設備（ＰＡＲ
 

）の設置
※

１．目的
原子炉格納容器から原子炉建屋オペレーティングフロアに漏えいした水素を処理し、水素濃度を低減する。

２．設備概要
・電源を必要とせず、触媒により水素処理が可能
・装置内に流入した水素分子・酸素分子がカートリッジ内の触媒により、水分子に再結合し水素濃度を低減

させる。
・水素処理能力：一台当たり0.138kg/h（大気圧・50℃で流入水素濃度が2％の場合）

３．工事期間（予定）
１号機：平成25年

 

4月下旬頃

 

～

 

平成25年

 

6月頃
７号機：平成25年

 

4月中旬頃

 

～

 

平成25年

 

6月頃

４．設置台数（予定）
１号機：50台
７号機：56台

再結合反応により生成した水蒸気
＋

未反応の水素・酸素

水素・酸素

約820ｍm

約460ｍm
約250ｍm

オペレーティングフロア

原子炉建屋

カートリッジ
（貴金属触媒が充填されている）

約4５0ｍm

約2０0ｍm

床面・壁面に設置

※ＰＡＲ：Passive Autocatalytic Recombiner

（床面に設置するのは１号機のみ）
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給気口

触媒カートリッジ

排気口

水素 酸素

蒸気

上

 昇

 流

H

H

O

水素

O
HH

触

 媒

 粒

 子

【補足】
水素再結合のイメージ図

酸素

再結合

水（蒸気）

水素，酸素の反応により

温度が上昇

取り込まれた気体は

触媒により暖められる

暖

冷

内外の気体の温度差で

上昇流が発生する

※直径：４mm～6mm

※


